
航 空 安 全 講 習 会 
 

  日 時   ： 令和７年 12 月 6日（土）14：00～18：00 

  場 所： ザ・プリンスサクラタワー東京  

主 催：  NPO法人 AOPA-JAPAN  
協 賛： 公益社団法人日本航空機操縦士協会 認定 NPO法人全日本ヘリコプター協議会 

一般社団法人日本飛行連盟 公益社団法人日本滑空協会   
後 援 :  国土交通省航空局 
 

≪ プログラム ≫ 

 

☆ 14：0０～14：05   開会の挨拶 
 

                   ＡＯＰＡ－ＪＡＰＡＮ 会長 大小原 健 
 
☆ 14：05～14：25   特定操縦技能審査 最近の変更点 

 
☆ 14：25～15：25  長崎と沖縄でフライトしている時に注意している点 

                     
その他   眞田 隆正 
 

☆ 15：25～15：45  休 憩 ２0分  
                            

☆ 15：45～16：45  高山越え北アルプス C172事故のハンガートーク 
 

マイナス気温の雲中飛行と着氷の考察  その他 
 

☆ 16：45～17：45  ATCコミュニケーションハンドブック改訂 
 

  航空交通管制協会 調査役 堀井不二夫 
             

☆ 17：45～18：00  質疑応答（アンケート記入）および閉会挨拶 
               
＊ 当日記載アンケートの提出は必須です。 特定操縦技能審査試験で口述免除を受けるために 

必要な２年間の受講証明ステッカーをアンケートと引き換えでお渡し致します。 
 

＊ 当セミナーは平成 15年 3月 28日付、国空乗第 2077号による科目を実施しています。 
＊ 進行上の都合によりプログラムに変更を生じる事があります。 
 

☆ 協賛５団体会員受講費：      1,000 円 協賛５団体共通一律 1,000円負担頂きます。 

証明する５団体所属会員証が当日必要です。  協賛５団体に属さない方の受講費は 3,000円  

                       また会員証の提示がなされない場合も、3,000円の受講費になります。 

 

☆ 会場費 ： 2,000円   全ての受講皆様に、受講費とは別に会場費のご負担をお願い致します。  

               休憩時、コーヒー、紅茶を用意しています。 

☆☆☆ 感染予防対策へのご協力とご理解を引き続きお願い致します ☆☆☆ 


